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バス停
南春日町
・市バス（臨西2系統）

•京阪京都交通（13、14系統）
•阪急バス（63、65系統）

大原野
神社

N

洛西支所

境谷本通

洛
西
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

洛
西
中
央
通

福
西
本
通
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　おいしい野菜や米、豊かな
田園風景、趣深い寺社など、
たくさんの魅力にあふれた大
原野を満喫できるイベントを
開催します。晩秋の大原野で、
楽しい１日を過ごしませんか。

12月８日（土）

大原野神社

内容

大原野をたのしむ

　�農産物の品評会と即売会

（即売会は午後１時～）、

地産の新鮮野菜、味噌、
花の苗等の直売や手作り

体験など

大原野をあじわう

　�地産の食材を使った竹の

子ごはん、里芋コロッケ、

鶏の塩こうじ蒸しなどの

お惣
そうざい

菜

大原野をめぐる
　�受付で配布するマップを

使い、大原野を自由に散策

　◆ウォーキング（先着200名）

　◆�サイクリング

　　�（電動自転車レンタル可。

先着20名）

大原野をきく
　◆杜

もり

のコンサート

　　�　竹太鼓やオカリナな

どの演奏を、フェスタ

開催時間中お聴きいた

だけます。

入場無料
　※�　参加費やレンタル料

が必要な場合あり。詳

しくは問合せ先まで。

雨天決行

会場へのアクセス
◆�　市バス（臨西２系統）、

阪急バス（63、65系統）、

京阪京都交通（13、14系統）

「南春日町」下車。

◆�　当日は、洛西バスターミ

ナルから会場付近まで

シャトルバスを運行します。

問合せ　大原野自治連合会事務局
（☎332・6444）

　　　　支所まちづくり推進担当

（☎332・9318）

日　時　12月３日（月）

～12月14日（金）

　　　　午前８時30分～午後５時

内　容　�区内の小・中学生による
人権をテーマにした絵画、

習字の作品を展示。

場　所　区役所・支所１階ロビー

問合せ　区役所まちづくり推進担当

（☎381・7197）

　　　　支所まちづくり推進担当

（☎332・9318）

　10月４日に西京区役所で、また10月30日には

洛西支所で、各学区・地域の自治連合会役員の

方々と、区長、担当区長及びその他の行政関係

者との懇談会を開催しました。

　これは、各自治連合会で取りまとめられた区

民の皆さんのご要望を、区政に反映させるため

に毎年行っているものです。懇談会では、通学

路の安全確保や河川の整備など、様々な内容に

ついて話し合われました。

　区役所・支所では、今後とも区民の皆さんと

協働して、「住んでいてよかった」と実感してい

ただけるまちづくりを進めてまいります。

日時　11月30日（金）午後２時～４時
場所　ホテル京都エミナース　平安の間
講師　�ＮＰＯ法人 レスキューストック

ヤード代表理事　栗田暢之氏

　　　被災地ＮＧＯ協働センター　

吉椿雅道氏

定員　先着120名
※　当日、直接会場へ。

※�　手話通訳、要約筆記が必要な方は、

11月22日（木）までに問合せ先まで。

問合せ
区役所支援保護課

（☎381・7665）

支所支援保護課

（☎332・9195）

区社会福祉協議会

（☎394・5711）

　大原野の「い

ま」と「これか

ら」について、

ざっくばらんに

語り合う会「な

んやかんや！大

原野」。10月16

日、29日、11月

６日にはワークショップを、10

月20日にはまちあるきを実施し

ました。

　いずれの回も、多くの住民の

方が参加され、様々な意見が飛

び交う、熱気あふれる会となり

ました。

問�合せ　�支所まちづくり推進担
当（☎332・9318）

　10月21日、亀岡運

動公園野球場で、「第

13回都市間交流Ｒ－

９軟式野球大会」が、

京都軟式野球連盟の

亀岡・西京両支部の

ご尽力により行われました。

　学童から社会人までの幅広い年代の方々

が熱戦を繰り広げ、野球を通じて西京区と

亀岡市の住民交流が図られました。

【大会結果】（左側が西京区のチーム）
＜学童の部＞
桂ファイブス	 １―０　大井カープス

＜少年の部＞
西京ビッグスターズ　１―０　大井ファイターズ

＜社会人Ａ級＞
親 和 ク ラ ブ	 ４―０　石野製作所クラブ

＜社会人Ｂ級＞
フィクスヒム	 １―３　Ｏ.Ｓ.Ｐ

＜社会人Ｃ級＞
ハムチャンクラブ	 ３―１　京都Ｗｉｎｇｓ

Ｑ�　骨髄バンクに登録した後、どのよ
うな流れで骨髄提供が行われるので
しょうか？
Ａ�　登録後は、定期的に、登録され
た方と患者の方との白血球の型が

適合するかどうかの確認が行われ

ます。適合した場合は、骨髄移植

推進財団から適合した登録者の方

にお伝えするとともに、その時点

でのご本人やご家族の提供の意向、

健康状態などの確認をします。そ

の後、検査や最終的な提供の意思

の確認を経て、骨髄提供の手続を

行います。

　あなたの登録が、患者さんの命を
救う光になります。ぜひご協力をお
願いします。
問合せ
市保健医療課（☎222・3419）

保健センター健康づくり推進課（☎392・5690）

支所健康づくり推進室（☎332・8140）

区総合防災訓練

学区・地域での救命講習

足湯隊の活動

街頭啓発の様子

吉田洛西担当
区長が一日署長
を務めました

昨年度の様子

菊池潤治会長

荒木祐靖副会長

　

西
京
区
で
は
、
区
民
一
人
一
人
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
毎
年
、
こ
の
期
間

に
、
様
々
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
は人
権
月
間
で
す

人権月間　
小・中学生合同作品展

10
/

21
桂
川
地
域
体
育
館
で
開
催

区
民
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
大
会
結
果
】

優　

勝　
　

川
岡
体
育
振
興
会

準
優
勝　
　

桂
東
体
育
振
興
会

第
三
位　
　

樫
原
体
育
振
興
会

第
三
位　
　

松
陽
体
育
振
興
会

　

優
勝
さ
れ
た
川
岡
体
育
振
興
会
は
、

11
月
18
日
に
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ

（
市
体
育
館
）
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ
会
館

で
開
催
さ
れ

る
市
の
大
会

に
、
西
京
区

代
表
と
し
て

出
場
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん

の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

10
月
11
日
、
阪
急
桂
駅
周
辺
及
び
ラ
ク

セ
ー
ヌ
周
辺
で
、
西
京
防
犯
推
進
委
員
協
議

会
と
西
京
区
生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
各
学
区
・
地
域
の
自
治
連
合
会
、

各
種
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係
行
政
機
関
に
よ

り
、
区
民
の
生
活
安
全
へ
の
関
心
を
高
め
、

犯
罪
や
事
故
の
防
止
を
訴
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
街
頭
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

骨髄バンクＱ＆Ａ　その３ ～風景・歴史・食べ物　
大原野をまるごと満喫！～

風
ふ ー ど

土・食
フ ー ド

物フェスタ 大原野

西京区長懇談会
洛西担当区長懇談会を開催

第13回Ｒ－９軟式野球大会

安心・安全のまちづくりを目指して
「全国地域安全運動」

街頭啓発を実施

地域福祉講演会を開催
「被災者の声に耳を傾ける
～足湯隊の活動から見えたこと～」

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

設
置
事
業
」
を
開
始

＜西京区自主防災会連絡協議会＞

各種団体編③

日
時　

12
月
15
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時
10
分

　

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所　

西
文
化
会
館

ウ
エ
ス
テ
ィ

※�　

市
バ
ス
29
・
69

系

統

「
千
代
原
口
」
、
73
系
統

「
千
代
原
口
」
又
は
「
平

和
台
町
」
下
車
徒
歩
５
分

定
員　

400
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※�　

ご
参
加
い
た
だ
け
る

方
に
は
、
代
表
者
あ
て

に
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し

ま
す
。
ご
来
場
の
際
に

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料

※�　

日
本
語
字
幕
、
副
音

声
ガ
イ
ド
付
き
。

　

京
都
市
で
は
、
毎
年
10
月

15
日
を
「
自
治
記
念
日
」
と

し
て
、
式
典
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

京
都
会
館
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
市
政
の
推
進
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
、

　
映
画
の
つ
ど
い
　

「
ク
イ
ー
ル
」を
上
映

～
実
在
し
た
盲
導
犬
の
生
涯
を
描
い
た

感
動
の
物
語
～

「楽
ら く さ い

祭 in らくさい」を
開催します

申
込
み

　

�

12
月
４
日
（
火
）
ま
で
に
、

電

話
、

Ｆ

Ａ

Ｘ
、

イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か

で
、
京
都
い
つ
で
も
コ
ー

ル
（
☎
661
・
３
７
５
５
、

FAX 

661
・
５
８
５
５
）
へ
。

※�　

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
「
映

画
の
つ
ど
い
参
加
」
と
明

記
の
う
え
、
代
表
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
及
び
代
表
者
以
外

の
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
記
入
。

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

問
合
せ　

　

�

区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進

担
当
（
☎
381
・
７
１
９
７
）

※�　

問
合
せ
先
で
の
申
込
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

西文化会館ウエスティ

千代原口（73系統）

千代原口
（29,69系統）

平和台町
（73系統）

バス停

バス停

Nバス停

国
道
９
号

千代原口

上
下
水
道
局
西
京
区
役
所

自
治
記
念
式
典
を
開
催

門
川
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
京
区
関
係
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
た
表
彰
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
有
功
者
表
彰　
　

 

　

１
名

◆
篤
志
者
表
彰　
　

 

　

２
名

◆�

永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員

表
彰�

８
名

◆�

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

推
進
表
彰　

50
名
、
53
団
体

◆�

姉
妹
都
市
交
流
促
進
特
別

表
彰�

１
名
、
１
団
体

◆�

京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
２

創
設
特
別
表
彰　

 

７
団
体

◆�

「
子
ど
も
を
共
に
育
む
京
都

市
民
憲
章
」
特
別
表
彰　

　
　
　
　
　
　
　

４
名

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
？

　

緊
急
時
や
災
害
時
に
速
や
か
に
支

援
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
連
絡
先
や

か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
医
療
情
報
等

を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、
自
宅
の
冷

蔵
庫
に
保
管
す
る
も
の
で
す
。

　

西
京
区
で
は
、
地
域
の
見
守
り
が

必
要
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

な
ど
に
対
し
、
11
月
上
旬
頃
か
ら
、

地
域
の
民
生
児
童
委
員
の
方
等
を
通

じ
て
順
次
配
布
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

区
役
所
福
祉
介
護
課
（
☎
381
・
７
６
４
２
）

支

所

福

祉

介

護

課
（
☎
332
・
９
１
９
４
）

―
自
主
防
災
会
と
は
？

　

地

域

住

民

が

協

力

し

合
っ
て
、
防
火
・
防
災
活

動
等
を
行
う
た
め
結
成
さ

れ
た
、
住
民
が
自
分
の
ま

ち
を
自
ら
守
る
た
め
の
組

織
で
す
。

　

西
京
区
で
は
、
学
区
・

地
域
ご
と
に
自
主
防
災
会

が
、
町
内
ご
と
に
自
主
防

災
部
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

―
な
ぜ
、
地
域
で
防
火
・

防
災
活
動
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

大
き
な
災
害
の
発
生
直

後
は
、
同
時
火
災
の
多
発
、

道
路
の
損
壊
な
ど
に
よ
り
、

消
防
署
、
市
役
所
等
の
救

援
は
当
て
に
で
き
ま
せ
ん
。

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
に
は
、
地
域
の
住
民
が

速
や
か
に
組
織
的
な
行
動

を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か

ら
地
域
で
活
動
を
行
う
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

今
回
は
「
西
京
区
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
」
の

菊
池
潤
治
会
長
、
荒
木
祐

靖
副
会
長
の
お
二
人
か
ら

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

―
具
体
的
な
活
動
内
容

は
？

　

年

間

を

通

じ

て
、

学

区
・
地
域
ご
と
に
、
防
災

器
材
の
整
備
や
消
火
器
の

操
作
な
ど
の
各
種
訓
練
、

救
命
講
習
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害

の
発
生
に
備
え
て
、
消
防

団
や
防
災
関
係
機
関
と
協

働
し
、
毎
年
１
回
、
区
総

合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
10
月
28
日

に
桂
坂
小
学
校
で
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
区
・
地
域
で
も

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

―
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ

て
重
要
な
こ
と
と
は
？

　

私
は
、
「
訓
練
に
勝
る

訓
練
な
し
」
と
い
う
言
葉

を
、
常
日
頃
か
ら
用
い
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
す
ぐ
に
体
を
動
か
せ
る

よ
う
、
実
践
的
な
訓
練
を

繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
年
中
、
緊
張

感
を
持
続
し
た
ま
ま
訓
練

を
繰
り
返
す
の
は
難
し
い

の
で
、
地
域
の
祭
り
な
ど

の
際
に
炊
き
出
し
を
行
う

な
ど
、
日
頃
の
自
治
活
動

の
中
に
訓
練
を
溶
け
込
ま

せ
る
こ
と
で
、
無
理
な
く

継
続
で
き
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
や
展
望
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
災
害
の
時
に
頼
り
に

な
る
の
は
行
政
で
は
な
く
、

隣
近
所
や
自
治
会
な
ど
の

地
域
住
民
の
助
け
合
い
で

あ
る
こ
と
が
、
東
日
本
大

震
災
で
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
避
難
所
の
運
営

も
、
自
治
会
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
所
ほ
ど
円
滑
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
自
治
会
に
入
っ
て
お

ら
れ
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
加

入
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
絆
を
育
み
、
み
ん

な
で
地
域
の
防
災
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

「
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
創
生

推
進
委
員
会
」
で
は
、
住
民
の

皆

さ

ん
が

気

軽

に
交

流

し
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
様
々
な
魅
力
に

触
れ
て
い
た
だ
く
恒
例
の
「
楽
祭 

in 

ら
く
さ
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
24
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場�
所　

�

ラ
ク
セ
ー
ヌ
専
門
店
イ
ベ
ン

ト
プ
ラ
ザ
、
ラ
ク
セ
ー
ヌ

北
東
側
広
場
、
洛
西
支
所

内�

容　

�

模
擬
店
、
活
動
の
パ
ネ
ル

展
示
、
ク
ラ
フ
ト
教
室
な
ど

問�

合
せ　

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　

創
生
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

（
☎
332
・
９
３
１
８
）

西京区民ふれあい事業
俳句教室
作品紹介

ジ
ャ
ズ
低
く　

流
し
良り

ょ
う
や夜
の　

一
寝
入
り

小
寺　

良
子
さ
ん
（
松　

尾
）

八は
っ
さ
く朔

や　

献け
ん
と
う燈

の
手
を　

つ
な
ぐ
ご
と今

西　

絹
子
さ
ん
（
嵐
山
東
）

千
の
手
に　

新
し
ん
り
ょ
う涼
致
る　

観か

ん

ぜ

お

ん

世
音

重
田　

昭
子
さ
ん
（
桂　

坂
）

検
索

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル

を開催

※写真はイメージです。

医療情報等を記入した
用紙を容器に入れ…

冷蔵庫の中で保管して
ください

午前10時～
午後２時30分

区民提案活動サポート制度補助金 交付事業

亀岡 市 と の 都 市 間 交 流


